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凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 

⑥事務局よりお 願い 

既にお手許に 学会費振込用紙が 届いていることと 存じますが，現在本年度学会費を 受付 

けております。 

お早めに 御 入金下さいます ょ 5 お願い申し上げます。 振込用紙の紛失，納入済か 否か不 

明の場合等，学会事務 セ ソタ 一 までお問い合わせ 下さい。 



  

第 40 回 運営委員会報告   

第 40 回運営委員会は ， 1989 年 1 月 20 日午後 1 時より三菱ビル 会議室において 開催された。 出席 

者は以下の通り ( 敬称略 ) 

安増 郁夫 ( 会長 ), 岡田節人，岡田盤古，酒井 彦二 嶋田 拓 ，京中川 徹 ( 兼 幹事長 ), 

見 元紀，山上健次郎，山名清隆，米田満 樹 ( 栄編集主幹 ) ( 以上運営委員 ), 加藤 

憲一 ( 編集幹事 ), 片桐千明 ( 次期大会準備委員長 ), 北村・邦夫 ( 庶務幹事 ), 加藤 

白字 子 ( 会計幹事 ) 

1. 会長挨拶 

2. 庶務報告 

・会員数 796 名 ( 正会員 715 名中学生会員 81 名 )  C1988 年 12 月 31 日現在 ) 。 

・サーキュラー 60 号および 61 号発行。 

・東レ研究助成， Brain Science 研究助成， Brain Science 海外派遣助成の 候補者とし 

て各 1 名推薦。 

3. 会計報告 

・ 1988 年度決算報告および 1989 年度予算案が 提出され審議された ( 木 サーキ，ラー 2 ～ 

4 ぺージ参照 ) 。 

4. 会計監査委員選出 

・中江愚夫氏および 栃内 新 氏を選出。   

5. 編集 同 報告 

・ DGD32 巻 2 号を， 故 加藤淑 裕 特別記念 母 にする。 

， Associate Editor の設置に関し 議 諭され，継続審議することになった。 

6. 学術会議報告 

サーキ、 ラー 60 号， 61 号および本号の「口木学術会議だより」参照。 

7. 大会準備状況報告 

・順調に準備されている 旨 ，報告された。 

8.   次々 期 大会開催地について 
  

・広島大学理学部動物学教室に 大会準備をお 願いし，同教室の 天野実氏の承諾を 得た。 
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1988 年度決算および 1989 年度暫定予算案 

1988 年度決算 ( 一般会計の部 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

学会費 7,212,500 DGD 印刷費 9,950 ， 000 

DGD 売上 3,846,938 DGD 編集 費 1,710 ， 000 

英文校閲 料 197,000 英文校閲 費 500,000 

バック ナ ソバ 一 16,200 学会事務 セ ソタ 一 

文部省助成金 4,360 ， 000 業務委託費 Ⅰ ， Ⅰ 351388 

超過ぺージ 代 818,170 発送 費 969,258 

広告代 673,400 諸経費 119,683 

賛助会費   260,000 DGD 保管 料 109,200 

雑収入 32.  200 大学印刷 
ォ 1 烏 、 1.674 発送   費 631,030 

刀 ll 届 Ⅰ 代 511,200 
サーキ、 ラ 一印刷費 418,000 

要旨 集 印刷費 700,000 
大会援助 費 250,000 
運営委員会経費 325,180 

事務局諸経費 194,112 

選挙費用 251,900 
その他 52,500 

特別会計，より 借入 500,000 送金手数料 2,400 

ⅠⅡ入言日ト 17,918,082 Ⅰ ユ Ⅰ吉川 ト 17,829,851 
前年度繰越金 501,789 次年度繰越金 590,020 

荷受会費 82,000 荷受会費 82,000 

合 き十 18,501,871   合 計 18,501,871 

1988 年度決算 ( 特別会計の部 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

寄付 ( 成茂 基金 ) 500,000 旅費援助 200,000 

寄付 (63 年度山形大会 )  473,706 送金手数料 600 

テレホ ノ カード売上 19,000 一般会計へ貸出 500,000 

と Ⅱ入言 十 992,706 / 」 Ⅱ " - 言 " ト 700,600 

前年度繰越金 2,985,092 次年度繰越金 3,277,198 

   
 

  
テレホンカード 在庫 分 343,000    テレホ ソ カード在庫 分 343,000 

  

  
合 計 4,320,798   合 き十 4,320,798   
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く 一般会計の部 ノ 

一昨年度に比べ 増収または支出城となった 要因としては ，学会費の値上げによる 増収，文部省 

助成金の増加， DGD の著者より支払っていただく 英文校閲 代 による収入， DGD 編集 費 をおさ 

えていただいたことがあ ります。 一方減収または 支出増の要因としては ，円高のための DGD 売 

上の減少，広告代等の 未収金による 収入減， DGD 超過 頁代が 30 巻 1 号より事実上なくなったこ 

とによる減収， DGD ぺージ増による 印刷費の増加， 1988 年度の 2 回の選挙のため ，学会事務 セ 

ソタ一関係も 含めた支出増があ ります。 以上の要因 ょ 91988 年度決算は約 50 万円の赤字となり ， 

その赤字分を 特別会計からの 50 万円の借入とい 5 形で処理してあ ります。 

く 特別会計の部 ノ 

山形大会より 寄付をいただきました。 また， 1988 年度成 茂 基金 R0 万円の 5 ち 30 万円は 1Q89 年度 

の国際発生生物学会議への 旅費援助にあ てる予定ですので ， 19B,8 年度は 20 万円のみの支出となり 

ました。 一般会計の項で 述べましたよ 5 に，特別会計より 50 万円を借出しています。 

1989 年度 暫定予算案 ( 一般会計の部 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

学会費 7,200,000 DGD 印刷費 10,250,000 

DGD 売上 3,000,000 DGD 編集 費 2,400J000 
英文校閲 料   200,000 英文校閲 費 500,000 

バックナンバー 15,000 学会事務センター 

文部省助成金 4,360J000 業務委託費 1,000 ， 000 

超過ぺージ 代 0 発送 費 760,000 
広告代 775,000 諸経費 150,000 

賛助会費 340,000 DGD 保管 料   120,000 
雑収入 30,000 大学印刷 

禾 Ⅱ 息、 1,500 発送 費 700,000 

  660,000 

サーキュラ一印刷費 430,000 

要旨 集 印刷費 800,000 

大会援助 費 250,000 

運営委員会経費 300,000 

事務局諸経費 250,000 
送金手数料 2,400 

選挙費用 0 

特別会計より 借入 2,500,000 旅費援助 100,000 

り ¥ 言十 18,421,500 りト a+ 十 18,672,400 

前年度繰越金 590,020   次年度繰越金 339,120 

合 計 19,011,520   合 計 19.Oil,520 
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収 入 金額   支 出 金 額 

寄付 ( 成茂 ) 500,000 旅費援助 800,000 
寄付 (DGD 基金 ) 1,000 ， 000 送金手数料   3,00O 

一般会計へ貸出 2,500 ， 000 

りへ 言十 1,500 ， 000 / Ⅱ ヘ青 -l -   3 円 03,000 

前年度繰越金 3,620 ，Ⅰ 98 次年度繰越 1,817,198 
( テレホン ヵ一ド 在庫分を含む ) 

倉 き 。 l   5,120,198   合 計 5,120,198 
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した項目で支出城が 見込めます。 一刀減収または 支出増の要因としては 円高およびアカデ ，ッ ク 

プレス 社 側の料金未納者精算による 一時的契約数の 減少 (DGD 売上の減少 ), 超過貫代がほぼ 

なくなること ，広告代の減少， A4 判化および新税制導入による DGD 印刷費の増加，昨年度 D 

GD は編集費を抑えすぎたため 編集局が事実上の 赤字となってしまったため ， DGD 編集費の増 

額 が考えられます。 

以上のように 1989 年度は昨年度 よ りさらに財政は 逼迫することが 予想され，赤字額としては 約 

250 万円と考えています。 この赤字分は ，昨年度同様特別会計 ょ 9% 入とぃ 5 形で処理する 予定 

です。 ， 

く 特別会計 ノ 

DGD 基金として 100 万円の収入が 予定されていまず。 また国際発生生物学会議への 旅費援助 

金として本年度は 80 万円が予定されています。 先にも述べましたとおり ，一般会計の 赤字分 250 

万円を貸出す 予定になっています。 
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DGD 編集部より投稿者へ 

編集主幹 米 田 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 一 

新しい A4 版の D.G.D. はもう 1 号がお手元に 届いたと思います。 2 号 は 4 月に出ます。 全 

体のできばえについてのご 批評をお聞かせ 下さい。 

1. 御覧のよ 5 に，表紙に写真をいれています。 これからのご 投稿に当たって ，研究内容に 則 

した写真を「表紙用」の 写真の候補としてお 送り下さることを 歓迎します。 これらの写真が ， 

何を主張しているのかを ( 日本語で結構です ) メモして添えて 下さい。 写真のサイズは 1 号 

の表紙と同じでタテ 13cm, 横 lm0em です。 必ずしも写真でなくても ，美学的なイラストレイシ 

，ソ でも結構です。 複数の候補の 中から選ぶのは 編集部におまかせ 下さい。 

2. 大型化に伴って 投稿規定の一部，特に 図のサイズについての 規定を変えました。 サーキュ 

ラ 一 m1 号に書いたとおり ，写真や図は ，原則的にシングルカラム 幅 (80 ㎜ ) で ( これにより 

大きいのは縮小して ) 印刷する方針ですからご 承知下さい。 どうしてもダブルカラム 幅 (167 

㎜ ) が必要な組写真・ 組み図の場合も ，無駄なスペースがない よ 5 に縦横の長さの 比などを 

考慮して構成を 工夫して下さい。 なお， 1 ぺージ大の大きな 図であ っても，説明文は ， 同じ 

ぺ ー ジの中に印刷します。 説明文の長さによっては ，写真の方を 縮小して ( 図 と説明が同一 

ぺ ー ジに収まるよう ) 印刷しますからご 了承下さい。 間のびしている 写真も縮小して 印刷し 

ます。 周辺部に広々と 無駄なスペースのあ る写真は編集部がトリ「 ング します。 その他， 諭 

文 採択のあ とで，編集幹事 よ り線画や写真の 手直しを著者にお 願いすることもあ ります。 

以 - ヒは， 図の製版に よ る出版費用の 増大を抑えたいのと ，コソパクトで 情報密度の高いも 

のの方が，でき 上がった論文の 美学にもかな うと 考えているためです。 なお，現在の 印刷 技 

術 では，写真でも 線画でも製版費は 同程度です。 グラフ等の製作にあ たってもコソパクトな 

構成をお願いします。 

3. 本文中で図や 表を引用するのを 忘れたり，又はそれらの 番号とは違 う 順序で引用されたり 

する方が時々おられます。 投稿規定中に ，「図や表を 挿入すべきおよその 位置を原稿の   余白 

に 鉛筆で記入すること」と 指示しているのは ，それらのケアレス ， スに 著者自身が気がつい 

て 頂くための注意です。 この規定はぜひお 守り下さい。 

4. 文献りストの 著者名の記載は ， 例えば Suzuki, J. and K. Ito のように， 2 番目以後の 

著者はイニシャルを 先にして下さい。 

5.  グラフや写真にラベルを 入れる作業は 編集部で行うこともできます ( サーキ， ラー 61 号 

参照 ) 
  

国外からの投稿がふえていく 傾向がまだ続く よう です。 国内の ， 特に会員の皆様からの ，一層 

のご寄稿をお 願いいたします。 
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加藤淑 裕 先生記念論文の 寄稿について 

加藤淑 裕 先生が昨年 4 月例逝去されました。 先生は日本発生生物学会の 前会長をつとめられ ， 

その他数々の 面で学会のために 御 尽力下さいました。 日本発生生物学会では 先生の御功績を 記念 

して， Development, Growth and Differentiation に記念論文を 掲載することに 決めました。 

一つは，招待論文のみからなる 記念 号 (1990 年第 2 号の予定 ; 記念 号 編集委員が先生の 研究分 

野から国内外約 20 名を選び寄稿を 依頼する ) であ り，他の一つは ， reguIarissues の中に先生に 

dedicate する論文をも 掲載するものです。 

会員の皆様のご 協力をお願い 申し上げます。 

( 要 項》 

I 記念論文として 寄稿される方は 諭 文 第 1 ぺ ー ジの footnote にその旨を記すこと。 

2.  記念論文の受付は 1989 年 11 月 30 日までとする。 

3.  掲載までの手続きは ，記念論文であ る理由で特別扱いはしない。 

4. 記念論文に関する 問い合わせ及び 原稿の送り先     

DGD  編集主幹 米田 満 樹 

〒 60f  京都市左京区北白川追分町 

京都大学理学部 動物学教室 

( 電話 075-753-4082) 

公 募 

POSTDOCTORAL RESEARCH POSITION 

  

  

UNIVERSITY OF CALIFORNIA ， DAVIS 

To@ study@ the@ role@ of@ the@ inositol@ lipid@ cascade@ and@ intracellular@ pH@ and@ Ca@@ changes 

du Ⅱ     ng@ frog@ and@ mouse@ egg@ activation@ and@ early@pattern@ formation 、 Techniques@ to@ be 

appli   d@ include@Tsien ， s@ ratio@ imaging@ system@ for@ fura-2@ and@ BCECF@ fluorescence,@Ca2+ ， 

specific@microelectrodes ， vibrating@probe,@patch@clamp ， HPLC@and@NMR ． This@appointment 

will@ be@ for@ two@ to@ three@years ・ Salary:@ $@22 ， 000/yr ， Closing@ date:@ May@ 1;@ 1989.@ Please 

send@ resume@ and@ names@ of@ three@ references@ to:@ Dr ・ Richard@Nuccitelli ， Zoology@Depart ， 

ment ， University@ of@ California ， Davis ， CA@ 95616 ， USA   

九れ E 物 ㎡ 0 タタ nrtumi 妙用 ズア ir 移は tive Acf4on E 移が oVer. 

上記の要領でポストド ク を公募しています。 Dr, Nuccife Ⅲは特に日本からの 応募を期待して 

います。 希望する方は 直接， Davis の方に書類をお 送り下さい。 

清水 経，北天・ 理 ・動物 
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加藤淑 裕 博士追悼講演会 

  

  

  

今 堀 和 文 

( 三菱化成生命科学研究所長 ) 

日 時 1989 年 4 月 26 日 ( 水 ) 

講演会 13  : 00 ～Ⅰ 7  「 15 

懇談の集い 17 : 30-19 : 30 。 

会 場 学士会館本館 

東京都千代田区神田錦町 3 一 28 

電話 03 一 292 一 5931 

交 通 地下鉄 

都営 線 。 神保町駅下車徒歩 1 分 

東西線。 竹 橋駅下車徒歩 6 分 

半蔵 門線 神保町駅下車徒歩 5 分 

Ⅰ 開会の辞にかえて 

13 : 00 一 

 
 

W
 

m
"
u
 

Ⅲ
 

N
 

加藤さんの想い 出   団 勝 磨 

13  「 30 ～ ( 都立大学名誉教授 ) 

  

器官形成における 上皮一間充織間の 相互作用 水 野 丈 夫 

14 : 00 ～ ( 帝京大学教授 ) 

組織特異的遺伝子の 転写を制御する 因子 鈴 木 義 昭 

Ⅰ 5  : 00- ( 基礎生物学研究所教授 ) 

  
マウスの初期発生と 胚 操作 花 岡 和 則 

Ⅰ 5  : 45- ( 神経センター 神経研究所室長 ) 

発生生物学ことはじめ 一淑裕 兄の学んだ頃 のアメリカをしのんで 一 岡 田 節 人 

16  : 30 ～ ( 基礎生物学研究所長 ) 

主 催 : 加藤淑 裕 追悼記念事業発起人会 

共 催 : 三菱化成生命科学研究所 
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第 12 回器官形成研究会のお 知らせ 

日 時 1989 年 7 月 8 日 0 玉 ) 

会 場 防衛医科大学校 並木会館 

ワークシ。 ップ ㈲ 骨 ，軟骨の器官形成 

(2) プロテオバリカ ソ の機能 

器官形成に関する 演題を広く募集いたします。 発表時間は一演題 30 分 ( 講演 20 分，質疑応答 10 

分 ) を 予定しています。 B5 用紙に演題名，発表者氏名 : 所属機関を記入の うえ 200 字程度の抄 

録を添えて下記にお 申込みください。 応募演題の一部はワークシ ， " プに 採用させて頂きます。 

演題申込み 先 〒 3R9 埼玉県所沢市並木 3 一 2 

防衛医大整形覚科 安井夏生 

電話 0429-95-1211  内線 2345 

。 演題締め切り 1989 ヰ @-3 月末日 

  

「第五回初代培養肝細胞研究会」お 知らせ 

  

日 時 : 1989 ヰ -6 月 8 日 ( 木 ), 9 日 ( 金 ) 

場 所 : 三和化学研究所 ( 新大阪駅より 徒歩 10 分 ) 

シソポジウム : 「薬物代謝研究への 初代培養肝細胞系の 利用」 

  一一問題点，改良点，利点一一 

特別講演も予定しております。 

出席，一般発表申し 込みの詳細は 下記に郵便にてお 問い合せ下さい。 
  

  
連絡先 初代培養肝細胞研究会事務所 

〒 770  徳島市蔵 本町 3 丁目 18 番地の 15 

  徳島大学酵素科学研究 セ ソタ 一 酵素病理部門 

一 8 一 
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平成元年 2 月 日本学術会議広報委員会 

甲   " 。 一   仏 

日本学術会議では、 昨年の 10 月の総会において 設置された第 14 期の各特別委員会が 活動を始めましたが、 今回の日本学 

術会議だよりでは、 これらの特別委員会に 加えて、 本会議が行っている 国際的活動等についてお 知らせいたします。           一     
第 Ⅱ期の特別委員会 

昨年 10 月の第 1 ㏄ 回 総会で決定された、 日本学術会議の 幅広く検討する。 
第 U4 期活動計画では、 活動の重点．目標として、 ①人類の福 Ⅰ資源   エネルギー問題特別委員会 

祉 ・平和及び自然との 係 わりを重視する 学術の振興、 ② 基 委員長 : 上 亡国 親佐 ( 第 5 部会員 ) 

礎 研究の推進と 諸科学の整合的発展、 ③国際関係の 重視と ( 任務 ) 資源・エネルギ 一の開発と利用の 問題を検討す 

国際的寄与の 拡大、 の 3 本の柱を掲げるとともに、 これら る 。 それに伴う自然及び 人間社会への 好ましくな 

の 重点目標を踏まえて、 多方面の科学者によって 構成され い影 薯を防止するという 観点からも問題を 検討す 

る日本学術会議にふさわしく 各分野にわたって 広く対応し、 る。 

かつ、 第 14 期中に適切な 形で報告・提言に 取りまとめるべ Ⅰ人間活動と 地球環境に関する 特別委員会 

き 具体的課題として 15 の課題を選定している。 委員長 : 吉野正敏 ( 第 4 部会員 ) 
この度設置きれた 7 つの特別委員会は、 上記の具体的課 

題 のうち、 従来から常設されている 6 つの常置委員会 ( 別 動が 境に及ぼす影響が 地球的規模で 広がって お 

掲 参照 ) で取り扱うものを 除き、 かっ、 緊急に調査審議を 

( ィ モ筋 ) 近 出コ 児 、 経済社会活動の 拡大等を背景に、 人問括 
り 、 深刻化する可能性を 強めている 0 このような 

行う必要のあ る 7 課題に対応するものであ る。 状況を踏まえ、 人間活動と地球環境の 問題等を検 

各特別委員会の 名称及び任務等は 次のとおりであ る。 訂 する。 

金平和及び国際摩擦に 関する特別委員会 Ⅰ高度技術化社会特別委員会 
委員長 : 川田 侃 ( 第 2 部会員 ) 委員長 : 佐藤 豪 ( 第 5 部会員 ) 

( 任務 ) 国際的視野と 我が国が置かれている 地域的状況 Ⅰ主務 ) エレクトロニクス、 メカニクス等の 技術の発展 

や 特性を踏まえて、 国際摩擦 ( 文化的・政治経済   普及が社会に 及ぼす影 響 、 社会の情報化・ 技術 

的 ・技術的等 ) の解決と平和に 関する総合的な 研 化と人間との 調和等について 検討する。 また、 巨 

究の推進の在り 方やその体制等について 検討する。 大な技 紬 オシステム とヒ ユーマン・ファクターとの 

Ⅰ医療技術と 社会に関する 特別委員会 関連についても 安全確保と人間性確保の 立場から 

委員長 : 水越 治 ( 第 7 部会員 ) 検討する。 

( 任務 ) 医療技術の急速な 進展は、 自然科学の分野だけ 

でなく、 人文・社会科学の 領域にも種々の 問題を これらの各特別委員会は、 発足以来現在までに 各々 2- 
提起している。 様々な医療技術に 係わる社会的側 3 回の会議を開催するとともに、 委員会によっては、 シン 

面を総合的に 検討する。 ポジウム や ヒヤリンバを 実施して、 それぞれの任務に 沿っ 

Ⅰ生命科学と 生命工学特別委員会 た 具体的な審議課題や 今後の審議計画等について 熱心に審 

委員長 : 井上英二 ( 第 7 部会員 ) 議を進めている。 今後の審議の 成果が大いに 期待されると 

( 任務 ) 生命科学と生命工学の 推進方策を検討するとと ころであ り、 今後、 審議成果が発表され 次第、 紹介してい 

もに、 これらの急速な 進歩を踏まえ、 それらと人 く予定であ る。 

間 ・社会及び自然との 係 わりについても 総合的に なお、 以上の 7 つの特別委員会のほかに、 先般の総会の 

検討する。 申合せにより、 本年の 4 月総会において、 人間の科学特別 

◆農業・農村問題特別委員会 委員会 ( 仮称 ) を迫加設置する 予定であ る。 この「 入 問の 

委員長 : 水間 豊 ( 第 6 部会員 ) 科学」については、 その具体的検討方法が 複雑であ るので、 

( ィま務 ) 農業・農村のもつ 食糧生産や現 境 保全等の多面 あ らかじめ若干の 整理を行った 後に、 特別委員会を 発足さ 

的機能について、 近年の国際的・ 国内的状況を 踏 せることにしたものであ り、 現在、 検討会を設置して 問題 

まえつつ、 文化・経済・ 自然・都市との 係 わりで 点の整理を行っているところであ る。 

一 。 9 一 



常 置 委 員 会 二国間学術交流事業 
日本学術会議は、 別掲の特別委員会のほかに、 6 つの常 日本学術会議では、 二国間学術交流事業として、 毎年 2 

置委員会を設置している。 各常置委員会は、 本会議の目的 か 国を選んで代表団を 派遣している。 その目的は、 「諸覚 

及び職務，権 限に即して、 恒常的に調査・ 審議を進めて ぃ 国における学術研究の 動向及び現状を 把握するとともに、 

く 必要があ る事項について、 個々の委員会の 職務を明確に 学術研究に関する 基本的、 全般的事項について 相手国利手 
した上で設置されている。 各常置委員会の 名称と任務等は 、 者等と意見を 交換することにより、 我が国の字術の 整合的 

次のとおりであ る。 な 発展に寄与する。 」ことにあ る。 

の第 1 常置委員会 ( 委員長 : 大石泰彦 ( 副会長，第 3 部会員 り この事業は、 昭和 i18 年度から実施されており、 これまで 

(f ま務 ) 研究連絡委員会活動活性化の 方策及び日本学 にアメリカ、 マレーシア、 西 ドイツ、 インドネシア、 スウ 

術 会議の組 ぷ 我等に関することを 審議する。 エー デン、 タイ、 フランス、 大韓民国、 連合王国、 シンガ 

の第 2 常置委員会 ( 委員長 : 星野安三郎 ( 第 2 部会員 い ポールの 10 か 国に代表団を 派遣してきた。 

(f ま務 ) 学問・思想の 自由並びに科学者の 倫理と社会 昭和 63 年度は、 10 月 29 日から 11 月 7 日まで、 チェコスロ 

的責任及び地位の 向上に関することを 審議する。 バキア及びポーランド ヘ 、 会長以下 6 名の会員から 成る 代 

め 第 3 常置委員会 ( 委員長 : 渡洩 富士夫 ( 第 7 部会員 い 表 団を、 また 11 月 27 日から 12 月 4 日まで、 カナダ ヘ 、 会長 

( ィモ務 ) 学術の動向の 現状分析及び 学術の発展の 長期 以下 5 名の会員から 成る代表団をそれぞれ 派遣した。 

的 動向に関することを 審議する。 各代表団は、 訪問国において、 科学技術政策や 教育を担 
Ⅰ第 4 常置委員会 ( 委員長 : 樋口敬二 ( 第 4 部会員 パ 呈 する行政機関、 研究所、 大学等を訪れ、 関係者との間で 

( 任務 ) 創造的研究醸成のための 学術体制に関するこ 学術関係の情報交換を 行 う とともに、 両国の学術研究の 問 

と及び学術関係諸機関との 連携に関することを 題点等について 意見交換を行った。 
審議する。 チェコスロバキア 及びポーランドでは、 本会議としては 

の 第 5 常置委員会 ( 委員長 : 市川・博信 ( 第 5 部会員 川 初めての社会主義国の 訪問であ り、 各訪問先で、 今回の本 

(4 モ務 ) 軍術情報・資料に 関することを 審議する。 会議代表団の 訪問はこれら 2 か回 それぞれとの 間の学術 交 

の 第 6 常置委員会 ( 委員長 : 染谷恭次郎 ( 第 3 部会員 い @ について新しい 段階を開く契機となり、 非常に意義深い 
( 任務 ) 国際学術交流・ 協力に関することを 審議する。 ものであ ることが強調されるとともに、 政治・社会体制を 

これらの常置委員会は、 昨年 7 月、 第 U4 期発足の際に、 超えた学術交流の 在り方等について、 熱心に意見交換が 行 
委員を決定するとともに、 役員を選出して、 直ちに活動を われた。 

開始した。 各常置委員会は、 上記のそれぞれの 任務に従 ひ 、 カナダでは、 各訪問先で、 近年の我が国の 産業の発展と 

また、 前期からの委員会ごとの 中 送りを尊重しつつ、 さら 科学技術の役割の 観点から、 本会議の役割と 活動を含め、 
に、 第 U4 期の全体の活動計画に 沿 い なが子第 14 期の活動方 我が国の学術体制に 関する質問が 多く出されるとともに、 

針及び活動計画をたて、 それに基づき 鋭意活動を進めている。 両国間の今後のより 積極的な手術交流・ 協力をめぐって 活 
これらの常置委員会は、 第 13 期には、 勧告、 要望あ るい 発に意見交換が 行われた。 

は 見解等をとりまとめるなど 多くの成果をあ げたが、 第 14  今回の成果は、 代表団訪問 時 だけのものではなく、 本会 
期の活動も注目されるところであ る 0 議と 訪問国関係諸機関との 今後の継続的な 交流への発展、 

  

平成元年 (]989 年 ) 度 共同主催国際会議 
相互理解の促進・ 緊密化等の形で 現れてくるものであ り、 

我が国の学術研究の 国際交流・協力の 進展に大きく 役立つ 

世界の代表的な 科学者が一堂に 会し、 最新の研究情報を ものと期待される。 
交換する学術関係の 国際会議が 、 我が国でも数多く 開催さ 

れている。 日本学術会議では、 これらのうち、 毎年おおむ 

ね 4 件について関係学・ 協会と共同主催している。 平成元 「 熱 工学の研究動向と 無技術の進展」 
年 (1989 年 ) 度には、 次の 4 国際会議を開催する。 0 千 uf 〒 

Ⅰ第 14 回 再 エネルギー加速器国際会議 

・開催期間 : 平成元年 8 月 21 日 一 2f 日 

・開催場所 : 学園センタービル 等 ( つくば市 ) 
の協力の基に 本書は、 本会議の熱工学研究連絡委員会が、 刊行した「 熱 工学白書」ともい う 関係学協会 べきもので @  @ 

・参加者数 : 国外 3 ㏄ 人 、 国内 250 人、 計 550 人 
す 。 「・ 11 冊 1,0 ㏄ 円 ( 送料 2 ㏄ 円 Ⅱ 

・共催団体 : ( ネと ) 日本物理学会 
米本書は 、 ( 財 ) 日本学術協力財団で 取り扱っています。 

Ⅰ 第 W0 回国際電気化学会 

。 開催期間 : 平成元年 9 月 17 日 一 22 日 

・開催場所 : 国立京都国際会館 ( 京都市 ) 
第 2 . 第 4 土曜日閉 庁の 

・参加者数 : 国外 200 人、 国内 350 人、 計 550 人 お知らせ 

・共催団体 :( 社 ) 電気化学協会 
「行政機関の 休日に関する 法律」の施行に 伴い、 

Ⅰ第 7 回国際人工臓器学会世界会議 日本学術会議事務局では、 本年 1 月から毎月第 2 . 
・開催期間 : 平成元年 10 月 1 日 一 4 日 第 4 土曜日が休みとなります。 御理解、 御協力をお 
・開催場所 : 京三プラザホテル ( 札幌市 ) 願いいたします。 
・参加者数 : 国外 3 ㏄ 人 、 国内 7 ㎝ 人 、 計 1,0 ㎝ 人 

・共催団体 : 日本人工臓器学会 

Ⅰ第 9 回結晶成長国際会議 

。 開催期間 : 平成元年 8 月 20 日 一 25 日 お 寄せください。 
・開催場所 : ホテル仙台プラザ ( 仙台市 )   
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会 員 異 動 

く 新入会員 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) 

矢沢 徹 都立大・ 理 ・生物 

  ( ①テーマ ② 材冶り 

〒 158 世田谷区深沢 2-1-1  ①神経の発生分化に 伴 5 

生理機能の発現 

②甲殻類・カエル 

千田 耕輔 北里大・衛生・                 〒 22S 相模原市北里 1-15-1  ①肝細胞の酵素発現 

②哺乳類 

㈲宮脇 

  浅野 

木口 

「「。 ィ寸 

井上 

西塚 

仕方 

  

㈲金井 

小林 

恭史 愛媛大・ 医 ・生物 〒 790 松山市文京 町 2 円 

      阪大 ・蛋白質研 〒 565 次同市山田 丘 3-2 

①ウニ・ヒトデの 発生 

①細胞骨格・ 膜骨格の分 

化発生 

②受精卵 ( ニワトリ， ラ 

ット ) 

憲繭 蚕糸・昆虫農業技術研〒 305 つくば市大わし 1-2  ①昆虫発生学内分泌学 

遺伝育種 ②カイコ・エビガラスズメ 

金章科研製薬㈱・ 安全 研 〒 607 京都市山科区四の 宮 ①着床前の胚発生 

南 河原町 14 ②マウス 

明男 坂 大 ・ 理                       〒 560 豊中市待兼山町 1-1  ①細胞分裂・ 細胞周期 

②アフリカツメガエル 卵 

雅子 順天堂大・ 医 ・解剖 〒 113 文京区木 郷 2 Ⅱ 円 ①神経発生 

②ラット 脳 

射幸理研・筑波ライフサイ 〒 305 つくば市高野台 3-1-1  ①初期発生における ガソ 

ェソ スセンター・ 分子 遺伝子の生理機能 

腫瘍 ②アフリカツメカエル 

克亮 東大・ 農 ・家畜解剖 〒 113 文京区弥生 lHH ①始原生殖細胞と 体細胞 

の相互作用 

②マウス 

波 光太・ 理 。 動物 〒 060 札幌市北区北 10 四 8  ① 魚 卵の受精， 胚 発生の 

機構解析 

② シロサケ 

一二 1  一 



く所属・住所変更 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) 

池上 音 広大・生物生産・ 応用土仏 

仲村 巷 和 京都府医大・ 生物 

荒木 和男 国立養殖 研 ，育種 

山田 雄二 エー ザイ筑波跡 

苔原 真 路子 蚕糸，昆虫農業技術研 坦坦 

( 住 所 ) 

〒 724 東広島市西条灯下見 

〒 603 京都市北区大将軍 西 鷹司 町 13-2 

〒 甜 -ni 度会郡玉城 Hr 下屋 田 224-1 

〒㎜ -2B つくば市東光 台 F,-1-3 

〒 30R つくば市大わし 1-2 

  

伝 育種 

㈱山内 英男 森林総合研・ 森林生物 

山田 琢磨 東大・ ロ ・物理 

大原たか れ ヘキストジャパ ソ ㈱・医薬 

〒 305  稲敷郡茎崎町 松 の 里 1 

〒 113  文京区本郷 7-3-1 

〒 350  川越市南台 1-3-2 

総研・細胞生物 

高宗 和史 北天・ 理 ・動物 

上野 健寿 中外製薬㈱・ 富士御殿場研 

・第 3 部 

㈱佐藤 元信 ㈲醗酵 研 
  

㈲大森 丘 東北大・ 埋 ・生物 

〒 060 札幌市北区北 10 西 8 

〒 412 御殿場市肺門 1-135 

〒 532 大阪市淀川区十姉本町 2 Ⅱ 7 円 5 

〒 980  仙台市荒巻 字 青葉 
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組織培養はパイレックスコー ヱソグ の岩城硝子㈱ 〒 100  千代田区丸の 内 3-2-3 

T  E  L  03 一 214 一 7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ 〒 2ll  J Ⅱ 崎 市幸区小倉 61 仁 L506 

TEL 044-533-0470 

㈱武田薬品工業中央研究所 〒 532 大阪市淀川 E 十三本町 2 円 7 づ 5 

T  E  L  06-300-6835 

試薬・機器の 御用命 は 名古屋片山化学㈱まで 〒 460  名古屋市中区丸の 内 3 Ⅱ 1-4 

TEL  052-971-6531 

日製産業株式会社 〒 453  名古屋市中村区 名駅 4 Ⅱ H8 

( 名古屋ビル 内 ) 
T  E  L  052-583-5846 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱バイオ 科学研究所〒 990  山形市城西町 5-34-5 

T  E  L  0236-44-5030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102  千代田区九段南 4-3-12 

T  E  L  03-262-5256 

藤本理化 〒 113 文京区 向ケ丘 2 円仁 12 

T  E  L  03-827-8151 

最良の選択ファルコン 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン・オーバーシーズ Inc. 

〒 107 港区赤坂 8 一 5 円 4 葛藤ビル 

TEL (m3 一 -40 ㌻ 9991 

三菱化成生命科学研究所 〒 194 町田市南大谷 11 

TEL@ 0427-24-6226 

マウス・モノクローナル 抗体 ( アロ抗体 ) は明治乳業㈱〒 104  中央区京橋 2-3-6 

TEL 03-271-4333 

試薬及び 理ィヒ単 機器販売理科研㈱ 〒 463  名古屋市守山図九 卿 2407 

TEL  052-798-6151 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113 文京区 本 駒込 5-9H0 

TEL  03-928-5211 

次代を担うパイオテクノロジ 一和 研薬 ㈱ 〒 606 京都市左京区北自川西伊織 町 25 

TEL@ 075-721-0491 

C5O 青順 ) 
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学術研究用人工海水 

  

  

  

  川
ツ
 

Ⅱ
 

食
 

 
 

の
 

キ
 
；
 

ソ
 

物
 

動
 

フ
 

 
 

4
 
月
 

7
4
 

験
 

 
 

 
 

3
4
 

Ⅱ
 
｜
 Ⅰ
Ⅰ
 

実
 

る
 
。
 

 
 

Ⅱ
 
@
 
 

ハ
 
リ
 

る
 
。
 き
る
。
 

-
 
亡
 
つ
よ
 

よ
 

す
 

 
 

あ
で
 

よ
 

 
 

で
 

の
 

7
 
頁
 
(
 

M
K
 

水
 

相
テ
 

 
 

と
母
 

復
水
 

 
 

種
類
が
 

に
使
用
 

 
 

分
 

 
 

の
物
 

然
 

の
 

Ⅰ
 
ノ
 e
 
 
Ⅰ
 

色
の
 

々
 生
 

自
 

羊
水
 

 
 

で
 

 
 

 
 

量
 №
㏄
 

量
 す
き
て
な
に
て
 

a
M
 

4
 目
 

0
7
4
 

  

 
 

各
党
分
水
な
経
研
治
 

主
要
 

4
 

3
 

将
几
 2
 ③
 屯
巳
 6
 Ⅰ
 

価
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

  

-
d
 
.
n
e
h
 

d
d
e
 

㏄
 
Ⅱ
 9
e
 
c
a
 

硅
 
n
 
け
 
・
㎜
 

O
 
a
f
 

 
 

g
e
 
博
 

D
 
n
O
 

0
0
 

5
5
 

7
7
 

t
 
n
h
 
i
 

-
 
Ⅱ
 

⑧
 

0
 
5
0
 

 
 
 
 

億
り
 4
 

  
お間合わせ、 ご 注文は直接下記へお 願いします。 

4
 
5
 

 
 

阪
 

大
 

 
 

野
 

自
 
㎏
 

 
 

区
 

東
 

城
 

板
 

ヤ
 市
 

 
 

 
 

一 14  一 



口 加熱冷却ユニット   
クーラー・ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 梅本ゃ薬品 液 m 蕾冷 恒温コンテナー 体の融解速度を 微妙にコントロールして 恒温を保っ小型の 
にも使用てきる 高性能の循環式小型 力 n 熱 冷却装置てず。 恒温輸送用コンテナー てす 。 凍結したら困るあ らゆる物体の 低 

形式 クづ - トト 概略水量 価格。 温 ての恒温輸送に 威力を発揮します。 商用電源、 大型ハッ テリ 

HC061A-3@ 65W@ 300H@ 120@ 1@ @196,000 一 を使用しないの て 可動性に富みとこ 

HC101A-3@ 100W@ 300H@ 160@ 1@ @207,000 升 f 式 : cTC 421 
HC131A-5@ 130W@ BOOH@ 260@ 1@ @220,000 外形寸法 : 407X1g3XH298 
HC201A-b@ 200W@ 500W@ 360@ 1@ @237,000 庫内寸法 : 246 Ⅹ 122XH200 

HC301A-5@ 300W@ 500W@ 670@ 1@ @298,000 コ @A@ ロ ラー : テ 。 y 。 タル設定、 ヂゾ タル表示 

HC401A-5@ 400H@ 500W@ 1000@ 1@ @335,000 価格 : ￥ 78.900 ( 蓄冶体 -15 。 C 付 ) 

軸 温度コントローラー 8 恒温ボッタス 

温度を精度良く 一定に保つことがてきます。 循環ポンプなどの 四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の恒温ボックス。 庫内 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 警報付きなど 各種あ りまず。 は精度よく一定温度に 保たれ霜が付かず 乾燥しません。 

形式 巾 TA 452-1 

岬 外形寸法Ⅲ 700XD460XH440 

槽内寸法・が 380XH350   
温度範囲 :10-40 。 C   

形式 設定方式温度指示湿度目盛制御方式 価格 冷凍機 :65w ヒーター :100M 

TA200 Ⅹ アナロ ク   なし 斗 0- 50 。 C 比例式 ￥ 26,000 蛍光灯・ 32W タイマー :24h 

TA201-S アナロバ全指示 0 - 50 。 C 比例式 ￥ 38,000 価格 : ￥ 350 ， 000 

TD202 米 デシタル 偏差指示 q-99.9 。 C 比例式 ￥ 29,000 

TMA3O0-S  ア ナ ロク なし 0@  5O 。 C  三位置 ￥ 37,000  皿 ポ @  タフルインキュ ベ @  タ - 

TA301-S  アナロバ全指示 0 - SO 。 C  三位置 靭 4,000  小型軽量、 持ち通ひが容易てす。 庫内は精度よく 一定温度に保 ， 

TD302-S  デシタル偏差指示 0-99.9 。 C  三位置 靭 8,000  たれます。 冷凍機とヒーターを 備えていますの て 庫内を低温 @ 
TD303-S テ シタル全指示 0-99.9 。 C 三位置 ￥ 58.000 (O 。 C) から高温 (40 。 C) まで任意の温度に 設定することが 

注 ) 測温 抵抗体と併せてこ 使用下さい。 てきます。 電源は交流・ 直流両用てず。 車載用として 搬送、 野 

  Ⅹ印はサーミスター 側温体 ￥ 1,800( 空気用 ) れ ， 000( 水月 )  外 ての使用の他研究室内 で 利用することができます。 

無印は白金側 温体 シース材質 SUS3M4 ￥ 7,900  Ti ￥ 12,000  透明蓋付もあ ります。 

形式Ⅰ TM 305 

ぬ 低温恒温循環水槽 外形寸法 631X360XH373 

実験台上ても 使用てきるように 極めてコンバク ト にまとめた 低 槽内寸法 350X280XH260 

温 恒温循環水槽てす。 水温は低温から 高温まてを任意に 設定す 価格 : ￥ 187.000(12V 用 ) 

ることがてきます。 外部循環機能をそなえておりますの て 恒温 

水槽のほか、 カラムの冷却、 保温 す 。 曲水生生物環境調節装置 
形式 :CT 65-300-S 各種の魚介類が 飼育てきます。 各機器 は ユニット形式を 採用。 
使用温度範囲 :0-50 。 C 点検管理が容易てす。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 
温度調節精度     士 0 ． l 。 C   水仕様てす。 
タナ 升ヲ 「 オ法 Ⅳ 420XD330X キ 40 l ガラス 水拍 

槽内寸法 : め 153XH187 
2 鋼鉄製架台 

3 オ ー パーフロー 装屈 

冷凍機 :65l@ 4 フイルター   
ヒータ - 円 00W 5 桁 珪 ポンプ   

価格 : ￥ 250 ， 000 
6 加捧 冷却ユニット 
l 温度コントローラー 

8 給水 皆 

申 温度勾配装置 (9 ガーターバス ) 9 氷拍 排水 

温度調節水槽はそれぞれ 独自の温度に 設定てきます。 
    フィルター排水 

 
 

精度の高い恒温が 得られます。 温度の設定はデジタル 式。 形 式 水 槽 トテ ・ヒート 価 格 

振 とう装置付きもあ ります。   ARA@ 9.5-101A-5@ 900X500X450@ 100H@ 500S@ @459,000 

形式 :TBH- 紙三連 )/TGw-6( 六通 ) ARA g.6-1131A-5 900X600X600 130W 500W   @663,000 
使用温度範囲． 0-5O 。 C ARA12.5-131A-5@ 1,200X500X500@ 130H@ 500H@ @678,000 

温度調節精度・ 士 0.05@  土 0 ． l 。 C ARA12.6-201A-5@ 1,200X600x600@ 200V@ 500W@ '@858,000 

槽内寸法 :150X260 Ⅹ 150X3/X6 ARA15 ， 6-301A-10@ 1,500X600x600@ 300H@ l.oooH@ @1,005,000 

冷凍機 :200W7300 Ⅶ ARA15.7-401A-10@ 1,500X750X750@ 400H@:1 ， OOOB@ @1,297,000 
  ヒーター :g0WX3/XG ARA18.6-301A-10@ 1,800X600X600@ 300W@ 1.OOOH@ @1,107,000 

価格 卍 620 ， 000/ ￥ 780 ， 000 ARA18.7-401A-10@ 1,800X750x750@ 400W@ l ， OOOH@ @1,475,000 

アク フ株式会社〒 141 東京都品川 E 西五反田二丁目 i0-8 TEL03-495-5668 F 盤 03-495-5688 
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ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 涯過 まで一貫国内生産 

最終 河 過は了し な蚤 0 ． l が m のパンフレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生侍牛から 採血   

生後 2 週間以内の新生俘牛から 採血 

成年血清 l .5 才以上の牛から 採血 

Armour  Pharmaceutical Company  (U,S,A.) 製造 

Ⅰ 臆 Ⅱ 耳 児 血清 (Rehatuin ⑪ F.S.) 

生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもコットチェック 用サンズ ル を提供致します : 
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増殖を支える 大 ま音地 

Ⅰ高圧蒸気成苗可能 イーグル M 三 Ml 音地 ① 印 NaHoo, 不合 
KM 含有 NaHCo,. 」、 Gln 不合 ブ イ ソ シヤ一の培地 

Ⅰ高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaHool, 」 -- 団 r.PR 不合 イーグル M 三 M 培地② 

% 高圧蒸気滅菌可能 
KM 含有 NaHoo,. 」． Qln 不合 

三 S 培地 

■高圧蒸気滅菌可能 
NaHC@-L-GrrPR ， KM@@ ， イーグル MEM 培地③ 田 NaHCo3 不合 ハンクス 液 ① 

Ⅰ高圧蒸気成 苗 可能 浮遊培養用 イーグル MEM 培地④ Ⅰ NaHnn,.PR 不合 
KM 含有 NaHoo3. 」 -c:ln 不合 ハンクス 液 ② 

Ⅰ高圧蒸気成箇可能 」・ 引 n. 」 -Arg,L- 」 eu. KM 」 -M 含有Ⅱ は・」 -Phe aHoo.1 不食   イーグル MEM 培地⑤ 
田 NaHf:n, 不合 

アール 液 

Ⅰ高圧蒸気成苗可能 
NaH003. 」 --Gln 不合 イ - グル BME 培地 ダルベッコ PBS( 一 % 知友 

イーグル M 巨 M アミノ酸ビタミン 培地 Ⅰダルベッコ p 日 S 用 金属塩類溶液 
Ⅰ NaHoo, 不合 ダルベッコ 空 法イーグル培地の 理無菌凍結乾燥 グルタミン 

Ⅰ高圧蒸気成苗可能 
NaHCol.L-Rln 不吉 ダルベ ツコ空 法イーグ ノめ吾地 ② 

Ⅰ NaHoo, 小舎 
l99 上告 地 製造発売元 

Ⅰ NaHoo, 不合 
ハム同 2 培地 

■ NaHco, 不合 

日大，製薬株式会社 
RPM  Il640 培地① 本 社，〒 l70 東京都豊島区巣鴨 2 一 Ⅱ 目 

コ 高圧蒸気成箇可能 電話 0 3 (9 l 8) 8 l 6 6 ㈹ 
NaHCo@. 」． -Gln 不合 RPM  Il640 培地② 営業所 東京・関東・ 大阪・名古屋・ 広島・福岡・ @ll 治 ・札幌 
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NK 式 電気低温恒温 器 ( 送風循環型 ) 

型式 LP-l 皿仁 P-I50LP-200 
ttffi 一 S 型 一 S 型 一 S 理 

間口 内法 X X 高さ㌔ 奥行 460X X490 ㏄ 0 部 0X3806 ㏄ X4l0 X670 
温 度 +S せ +5 で +5 で 
    -45 で -4S で 一 45 で 

価 格 2f 万円 ． a0 ． 5 万円 32 ヵ 月 

米 その他いろいろなタイプがあ ります。 

植物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 組立、 移設、 増設が思、 いのまま ソ 

型式 LH-l00 LP ⅡⅡ㏄ LH-l00 
仕ネ 枝枝枝 一 Rn 型 一 RD 型 -RDP 型 

内法 間口 X X 高さ 奥行 牲 3 ㏄ x X 鍋 ㏄ n3 0 ㏄ X3503 X ㏄ 0 ㏄ X X ㌍ ㏄ 0 0 
ゅ LP 型 十 18 で -45 で 

      +5 せ +10 せ +5 で 
価格 1 坪 1,290 ， 000 円 

      -45,c -4S で 一 4S で 

メく 詳舟 m はプレハブシリー 
ズ カタログをご 請求 下 

米 その他いろいろなダイ ブ があ りま 尹 。 

無菌作業の能率アップに ソ 

NKB 一 VS 一 850 

NKB 一 -VS 円 300 NKB 一 VW 一 1300 

丁目 19 番 224 号                                               
0 5 3 一 4               府中 0423(65)3 対 5 打 り 

一 18  一 

  






















